
事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 生活路線バス補助事業 事業開始年度 平成17年度
担当課 総合政策部　総合政策課 担当者 伊藤　旭
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 01 公共交通機関の確保

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 11,043 13,965 17,000 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
市民の移動手段の確保のため、市内の公共交通機関を維持する。

事業の概要
収益が赤字・平均乗車密度が0.5人以上等の要件に該当する路線バスの運行経費を助成するため、生
活路線バス維持対策事業補助金を交付する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

関東自動車㈱が運営する路線の1日当
たりの運行本数

本 11 11 11

達成度の
評価と説明 説明

市の助成により運行本数を維持することができたが、コロナ禍による乗車人員数の減少等により、経
費の赤字が増額したため、助成の額が約300万円増額になった。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 乗合タクシー事業 事業開始年度 令和元年度
担当課 市民生活部　生活環境課 担当者 羽石　紀夫
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 01 公共交通機関の確保

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 21,112 22,817 25,034 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
高齢等の理由により、車の運転ができない市民の通院、買い物等の利便性の向上を図る。

事業の概要
旧氏家町内又は旧喜連川町内、あるいは旧喜連川町から黒須病院間において、利用者から事前予約を
受け、当該利用者が希望する乗車場所から降車場所まで輸送。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果
市内移動の交通手段がなく、日常生活
に困っている市民の割合

％ 12.1 10.3 10

達成度の
評価と説明 説明

コンタ号を増便した結果、利用者が増加した。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 道路台帳整備事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 建設部　建設課 担当者 渡辺　和之
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 02 安全で快適な道路の整備

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 13,827 14,696 15,000 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
道路管理計画の基礎資料（地方交付税・地方譲与税の算定、道路統計調査等）として活用する。

事業の概要
新規認定路線等について、図面・調書の修正を行うとともに、道路改良工事等により区域の変更等が
あった箇所については図面及び調書の修正を行う。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

道路台帳図面及び調書利用者数 人 548 152 300 300

地方交付税算定及び道路統計調査等へ
の活用件数

件 2 2 2 2

達成度の
評価と説明 説明

道路台帳閲覧方法を電子化することにより、市民や業者の閲覧がスムーズに行われるようになった。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 道路用地事務処理事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 建設部　建設課 担当者 桑島　伸幸
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 02 安全で快適な道路の整備

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 3,493 2,827 5,304 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
さくら市が管理する道路・水路上に民有地が存在する状態を解消し、さくら市の所有とする。

事業の概要
道路・水路上に存在する民有地を確認後、経緯の調査後に寄附又は買収の契約を行い、所有権を移す
ための登記を行い事務完了となる。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 さくら市へ所有権移転完了(筆数) 筆数 41 30 14 10

達成度の
評価と説明 説明

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 道路改良事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 建設部　建設課 担当者 笹沼　雅
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 02 安全で快適な道路の整備

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 187,839 151,554 301,605 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　○多少は達成した　●達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
市道等の改良（線形改良、拡幅、排水施設改良等）により、交通の安全確保や産業・生活等の利便性
を向上するために必要な道路環境を提供する。

事業の概要
改良計画に基づき、測量・設計・物件調査・用地買収・物件補償・工事実施の手順により事業を実施
する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 本年度に改良された道路延長 ｍ 741 435 700 700

達成度の
評価と説明 説明

令和4年度への繰越工事が発生したため、目標を達成することができなかった。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 金枝橋・金竜橋線道路改良事業 事業開始年度 平成19年度
担当課 建設部　建設課 担当者 笹沼　雅
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 02 安全で快適な道路の整備

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 0 0 0

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　○多少は達成した　●達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
喜連川市街地周辺の地域住民や道路利用者に利便性・快適性・安全性の高い道路を提供することによ
り、歩行者等の安全と市街地の渋滞緩和を図る。

事業の概要
改良計画に基づき、測量・設計・物件調査・用地買収・物件補償・工事実施の手順により事業を実施
する。　　　　

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 供用開始率 ％ 0 0 0 30

成果 用地取得率 ％ 0 0 30 100

達成度の
評価と説明 説明

用地交渉が難航しており、目標を達成できていない。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 歩行者安全対策事業 事業開始年度 平成24年度
担当課 建設部　建設課 担当者 渡辺　和之
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 02 安全で快適な道路の整備

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 0 4,004 4,500 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
歩行者の安全を図る。

事業の概要
歩道が整備されていない市道に歩行者通行帯カラー舗装をする。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 整備率 ％ 100 100 100 100

達成度の
評価と説明 説明

整備要望に対して工事を実施した。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 市道Ｕ１-１０号道路改良事業 事業開始年度 平成25年度
担当課 建設部　建設課 担当者 笹沼　雅
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 02 安全で快適な道路の整備

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 100,276 98,692 99,933 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ○現状 ●縮小 業務量 ○拡大 ○現状 ●縮小

総合計画体系

事業の目的
生活拠点や産業拠点を結ぶ重要な路線として、地域住民の安全性を確保するとともに、円滑に移動で
きる交通環境を提供する。

事業の概要
改良計画に基づき、測量・設計・物件調査・用地買収・物件補償・工事実施の手順により事業を実施
する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 整備率 ％ 63 98 100

達成度の
評価と説明 説明

工事発注を計画的に実施したことにより、目標は概ね達成している。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 市道Ｕ１５４０道路改良事業 事業開始年度 令和 3年度
担当課 建設部　建設課 担当者 笹沼　雅
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 02 安全で快適な道路の整備

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 0 438 0

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
生活拠点や産業拠点を結ぶ重要な路線として、地域住民の安全性を確保するとともに、円滑に移動で
きる交通環境を提供する。

事業の概要
改良計画に基づき、測量・設計・物件調査・用地買収・物件補償・工事実施の手順により事業を実施
する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 整備率 ％ 0 0 0

達成度の
評価と説明 説明

次年度より用地交渉を実施する予定

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 道路維持補修事業 事業開始年度 平成17年度
担当課 建設部　建設課 担当者 渡辺　和之
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 03 道路・橋梁の長寿命化と維持管理

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 136,480 257,927 268,750 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
市道通行の安全を保つ。

事業の概要
道路損傷箇所等について、補修の必要性・優先順位等を検討し、計画的に修繕工事を実施している。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 道路維持補修必要箇所への補修対応率 ％ 82.4 100 100 100

達成度の
評価と説明 説明

道路補修等必要件数20件に対し、20件の補修等工事を実施した。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 道路維持管理事業 事業開始年度 平成17年度
担当課 建設部　建設課 担当者 渡辺　和之
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 03 道路・橋梁の長寿命化と維持管理

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 96,596 84,612 102,084 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
市道の日常的な維持管理を迅速に行う。

事業の概要
市道の管理、補修を行うことにより、道路等の適切な維持を図る。
道路及び水路等の緊急的な維持復旧を行なうことにより市民生活等の利便性及び安全性の向上を図
る。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果
道路維持管理業務委託で修繕した箇所
数（氏家地区・喜連川地区）

箇所 103 57 100 100

達成度の
評価と説明 説明

市民から寄せられる補修・修繕の要望については、適宜対応している。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 橋梁維持事業 事業開始年度 平成17年度
担当課 建設部　建設課 担当者 渡辺　和之
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 03 道路・橋梁の長寿命化と維持管理

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 27,667 109,536 109,306 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
橋梁交通の安全を図る。

事業の概要
橋梁の定期点検を実施し維持管理を行う。
橋梁の長寿命化修繕計画に基づき、劣化改修工事を実施する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 点検が完了した橋梁数 橋 55 37 50 0

成果
点検した結果、安全が確認された橋梁
数

橋 44 30

達成度の
評価と説明 説明

橋梁点検については計画どおり実施している。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 道普請事業 事業開始年度 平成21年度
担当課 建設部　建設課 担当者 阿波　一世
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 03 道路・橋梁の長寿命化と維持管理

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 0 1,186 1,850 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　●多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
市道以外の認定外道路や私道の整備する。

事業の概要
市道以外の認定外道路や私道の整備を、地域住民と協働で行う。
整備に必要な原材料を市が支給し、地域住民の労力奉仕で整備工事を行う。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 整備件数 件 0 2 3

達成度の
評価と説明 説明

・R3年度は2件の申請があった。
・要領を改正し、令和2年度から採択要件の緩和や原材料等の拡充を行った。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 公共交通計画再構築事業 事業開始年度 平成21年度
担当課 総合政策部　総合政策課 担当者 伊藤　旭
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 05 機能的で住みやすい安全な都市機能
施策 01 安全で快適な交通環境の充実
基本事業 99 総合事業

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 2年度 3年度 4年度

実績/当初予算 実績 実績 当初

総事業費 2,271 224 6,459 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
2年度 3年度 4年度 5年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　○多少は達成した　●達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
現行の公共交通の運行状況の分析結果に基づき、利用しやすく、かつ、継続性の高い新たな公共交通
を整備する。

事業の概要
さくら市地域公共交通会議で協議しつつ、さくら市地域公共交通網形成計画（R2年3月策定）に掲げ
る目標の達成を図るための事業を実施する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 市内のバスに満足している市民の割合 ％ 39.9 36.6 45 45

成果
市内の乗合タクシー事業に満足してい
る市民の割合

％ 68.5 66.2 70 70

達成度の
評価と説明 説明

徐々にウィズコロナの生活様式になってきたが、コロナ禍による利用者数の減少の影響は、改善して
いるが回復しきってはいない。
それでも、どちらの指標も元年度の実績より向上している。

見直し余地


